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　1918（大正７）年のこの日、日本で初めての児
童文芸誌「赤い鳥」が創刊されたのを記念して、
日本童謡協会が制定しました。
　「赤い鳥」は、小説家・児童文学者の鈴木三重吉が、
子どもの純粋な感性を育むための歌や物語を世に
広めたいと発刊しました。創刊号には芥川龍之介、
有島武郎、泉鏡花、北原白秋などの作品が掲載さ
れました。関東大震災などによる休刊を挟みつつ
も、鈴木三重吉が1936年に亡くなるまでの18年間
に196冊が刊行され、芥川龍之介の「蜘蛛の糸」、「杜
子春」、国語の教科書でもおなじみの、新見南吉の
「ごん狐」などの名作が発表されました。
　童謡を担当した北原白秋は、自作の童謡詩を寄稿
するだけでなく、投稿される作品の選定も行いました。

当初は詩としての童謡を掲載していましたが、西條
八十の「かなりや」に合わせて成田為三が作曲した
楽譜を掲載したところ大評判となり、以降、旋律の
ついた歌としての童謡が掲載されるようになります。
　この頃、「赤い鳥」に刺激され、子ども向けの雑
誌や童謡雑誌が数多く出版されるようになり、童謡
の黄金時代とも呼ぶべき大きな流れとなりました。
北原白秋の「揺籃のうた」、「この道」、「あめふり」、
野口雨情の「七つの子」、「青い眼の人形」、「シャボ
ン玉」、中村雨紅の「夕焼け小焼け」、三木露風の「赤
とんぼ」など、この時代に生み出された数々の名作
は、100年たった現在も変わらず歌い継がれています。
　幼かった日々をふりかえり、なつかしいメロディ
を口ずさみたくなる記念日です。

今月の表紙

今月の何の日 ７月１日　童謡の日

■人口と世帯（６月１日現在）
	 人口／60,122人（＋41）、	男性／29,822人（＋5）、	女性／30,300人（＋36）、	世帯数／24,155世帯（＋36）

　６月１日に天平の丘公園で、外遊びの魅力を体
感してもらおうと、「天平パークでゴーアウト」が
初めて開催されました。
　地域おこし協力隊の大坪さんが企画したイベン
トで、ブラジルの格闘技カポエイラをはじめ、ボ
クササイズ、わくわくエクササイズ、スラックラ
イン、自力整体、ボール遊びといった、日常では
体験することのできない６種類のアクティビ

ティーが用意されました。初心者向けのアレンジ
がされていて、音楽に合わせて行うことで、子ど
もから大人まで公園遊びを楽しく満喫することが
できました。
　今後も天平の丘公園では、親子向けのイベント、
自然や歴史を活かした催しなどを提供していきます。
　イベント情報は、Facebookで「下野市地域お
こし協力隊」で検索してください。

天平パークでゴーアウト
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